
■吹田市における「包括的な相談支援体制」 案

相談支援包括化推進員(※)による連携・調整

介護・高齢 障がい 生活困窮 子育て
妊娠・出産

など

■生活課題全般
・相談者
・地域の方
・民生委員
・協力事業者 など

※重層的支援体制整備事業の相談支援事業(社会福祉法第106条の４第２項第１号）
を実施する機関等（委託で実施している場合は、委託元の室課)に配置。

□ 既存の属性別の相談窓口で対応
□ 既存の支援機関の更なるネットワークの連携
□ 複雑化・複合化した課題については多機関協働事業へつなぐ

ポイント

□ スムーズな連携を目指すため、(仮称)相談支援包括推進員「受けとめ隊」の配置
□ 民間の事業者と連携・協力し見守り体制の強化（例 生協、金融機関）

検討事項

(仮称)受けとめ隊（市職員で構成）※による連携・調整
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